
【取組内容】 ②情報活用能力を育成するための教育課程を作成し、運用する

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「情報の時間」の教育課程の一部

生徒と学習の流れを共有したLMSの一部
動画を作成する生徒の活動場面

①情報活用能力を育成する教育課程の作成過程
各教科に散らばっていた情報活用能力の育成場面を
や教科や学級の担当が学習がスムーズにいくよう教
育課程にはないもの便宜上実施していた情報活用能
力の育成場面ことなどを集めて整理した。

②情報活用能力を育成する教育課程の特徴
教育課程の目的を具現化するために、生徒が活動を
重ねることで情報活用能力という資質・能力が育っ
ている。領域の名前は「情報の時間」とし全学年ご
とに週1時間、年間35時間の教育課程を編成した。

③情報活用能力を育成する教育課程運用の成果
情報活用能力は汎用的な資質・能力であるため、各
授業の学習成果も充実してきている。

④情報活用能力を育成する教育課程を運用する前提
一人に一台の端末があるクラウド環境を前提として
教育課程をつくっている。また、各教科の授業で生
徒による問題解決の場面があることも前提としてい
る。

⑤今後の課題
カリキュラム内に無駄や無理がないかの精査。生成
AI活用の指導について改善を継続する。
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